
第５学年算数科学習指導案 

日時  令和５年１１月２１日 

                              ５校時（１３：３０～１４：１５） 

場所  下呂小学校 ５年２組教室 

 

１ 単元について 

（１）単元名 「割合」 

 

（２）単元の目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）学習指導要領との関連 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

割合，百分率の意味を理解し，それらを用いて，２つの数量の関係と別の数量の関係を比べたり，

比較量や基準量を求めたりすることができる。 

≪知識・理解≫ 

割合を百分率や歩合で表す方法を理解し，割合を求めたり，比較量や基準量を求めたりすることがで

きる。 

≪思考・判断・表現≫ 

数量の関係に着目し，図や式などを用いて，ある２つの数量の関係と別の２つの数量の関係の比べ

方を考えることができる。また，割合，比較量，基準量の関係に着目し，問題解決の方法を見出すこ

とができる。 

≪主体的に学習に取り組む態度≫ 

百分率や歩合の良さに気づき，身の回りから割合が使われている場面を見出すなど，割合を生活や

学習に生かそうとする。 

 

C （３）割合 

（3）二つの数量の関係に関わる数学的活動を通して，次の事項を身に付けることができるように指導す

る。 

ア 次のような知識及び技能を身に付けること。 

(ァ) ある二つの数量の関係と別の二つの数量の関係とを比べる場合に割合を用いることがあるこ

とを理解すること。 

  (ィ) 百分率を用いた表し方を理解し，割合などを求めること。 

イ 次のような思考力，判断力，表現力等を身に付けること。 

（ァ）日常の事象における数量の関係に着目し，図や式などを用いて，ある二つの数量の関係と別の

二つの数量との関係との比べ方を考察し，それを日常生活に生かすこと。 

（4）内容の「C変化と関係」の（3）のアの（ィ）については，歩合の表し方についても触れるものとす

る。 



（４）教材について 

 ４学年までに、児童は、簡単な場合について、２つの数量関係同士を比べる際に割合を用いる場合があ

ることを学習してきている。５学年では、割合が小数で表される場合に考察の対象を広げるとともに、百

分率について理解したり、２つの数量どうしの比べ方を日常生活に生かしたりしていく。 

 数量の関係に着目し、図や式などを用いて、２つの数量の関係どうしの比べ方を考察し、日常生活に生

かせるようにすることや、割合を用いた比べ方の良さを感じて、学習や生活に生かそうとする態度、考察

の方法や生活を批判的に振り返り、よりよく問題解決できる態度を養っていきたい。 

 

（５）単元構造図と単元間のつながり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 児童の実態について  

本学級の児童は男子１２名女児１１名の学級である。 

算数の学習に対し，なんとか答えを導きだそうと一生懸命問題に取り組める児童が多い。既習内容の定

着に個人差があるが、分からない子に対して進んで教えあう姿がよく見られる。その良さを活かし、追究

の場では、仲間と自由に交流し、訊くことができる場を設定した。これにより、自分の考えがもてる児童、

自分の考えが表現できるようになる児童が増えてきた。 

 

 

【第５学年  

単位量あたりの大きさ】 

・単位量あたりの考え方 

【第６学年 比】 

・比の意味の表し方 

・比の値と等しい比の

意味の求め方 

・比の性質を活用した

問題解決 

【第３～４学年  

倍とかけ算，わり算】 

・比較量を求める乗法 

・何倍かを求める除法 

・基準量を求める除法 

・簡単な場合の割合 

【第５学年 割合】 

・割合，百分率，歩合の意

味の表し方 

・割合，比較量，基準量の

関係と求め方 

・割合の活用 

【第５学年 帯グラフ

と円グラフ】 

・帯グラフと円グラフの

意味と特徴，読み方と

表し方 

・目的に応じたグラフの

選択 

【第４学年  

小数と整数のかけ算，わり算】 

・小数倍 

【第５学年 小数のわり算】 

・小数倍と乗法，除法の関係 



本単元の学習を始めるにあたり，児童の実態を把握するために，レディネステストを実施した。問題と

結果は次の通りである。 

 

大問１の全４問が正しく計算できた児童は，２３名 

中８名で全体の３５％であった。大問２で数量関係を 

整理し立式できた児童は３名で，全体の１３％であ 

った。大問３の数直線図が正しくかけた児童は１０名 

で，そこから正しく立式できたのは５名で全体の２２ 

％であった。既習内容の定着には，個人差がある。本 

単元では，数量の関係を正しく捉えるためのアイテム 

に数直線図用いて，児童ひとり一人が道筋を立てて考 

えられるようにしていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 下呂市小学校算数部会の研究主題に関わって 

 

 

 

 

 

 

研究内容（１）について 

 本単元では、数量の関係を捉え、根拠を基に道筋を立てて考えるために、単元を通して数直線図を利用

していく。導入では、場面を提示し自分たちで問題を考えることで数量関係を捉えやすくする。そして、

「比べる量、もとにする量、割合」を確認し、考える手がかりを全体で交流することで、見方・考え方を

働かせ、課題達成までの見通しをもって授業に取り組めるようにする。 

 本時では、導入で問題文の確認と前時までとの違いを丁寧に確認し、児童 1人 1人が数直線図をかくこ

とで、「できそうだ」と見通しをもてるようにしたい。 

 

研究内容（２）のついて 

 主体的・対話的で深い学びにつながる授業にするために、まず導入で見通しをもたせて追究の時間をと

る。追究の時間では、自由に訊き合いができるようにし、「確かめたいから訊く」、「分からないから訊く」、

「考えたいから訊く」というように自分なりの学習の仕方を意識させて追究ができるようにしたい。 

 

研究主題 「見方・考え方を働かせ，数学的に考える児童を育てる指導の在り方」 

 

研究内容 

（１） 単位時間における数学的な見方・考え方と数学的に考える児童を育てる数学的活動の明確化 

（２） 主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善 



４ 本時について 

（１）単元指導計画と評価規準 

■  13 割合 （指導時期 11月・10時間） 
 

単元の目標 
 

 割合，百分率の意味を理解し，それらを用いて，２つの数量の関係と別の数量の関係を比べたり，比較

量や基準量を求めたりすることができる。 

 知  割合を百分率や歩合で表す方法を理解し，割合を求めたり，比較量や基準量を求めたりするこ

とができる。 

 考  数量の関係に着目し，図や式などを用いて，ある２つの数量の関係と別の２つの数量の関係の

比べ方を考えることができる。また，割合，比較量，基準量の関係に着目し，問題解決の方法

を見出すことができる。 

 主  百分率や歩合の良さに気づき，身の回りから割合が使われている場面を見出すなど，割合を生

活や学習に生かそうとする。 

 

         ：指導の評価        ：記録の評価 

小単元名 時 学習内容 主な評価規準例 

１ 割合と百分率 

（○教 p.154～160） 

1 

2 

〔アプローチ〕 

◎○教 p.154 の２つの場面を見

て，倍（割合）を使って数量

関係が比べられたことを振

り返る。 

 知  割合を用いた２つの数量の関

係どうしの比べ方を理解して

いる。 

 考  全体と部分の関係に着目し，数

量の関係どうしの比べ方を見

出している。   ◎２量の関係を比べるのに割

合を用いる場合があること

や，その求め方を理解し，割

合を小数で求める。 

  

3 

◎「パーセント（％）」，「百

分率」の用語とそれらの意

味を理解し，割合を百分率

で表す。 

 知  「パーセント（％）」，「百分

率」の用語とその意味，表し方

を理解し，割合を求め，百分率

で表すことができる。 

 主  割合を百分率で表す良さに気

づいている。 

＊身の回りから％を

さ 

 がそう 

（○教 p.159） 

＊日常生活の様々な場面で％

が使われていることを知

り，百分率についての興味・

関心を高める。 

  

4 

◎割合が１より大きい場合

に，その割合を百分率で表

す。 

 知  割合が１より大きくなる場合

について理解し，その割合を求

め，百分率で表すことができ

る。 

２ 割合の使い方 

（○教 p.161～166） 

5 

◎比べる量は，「もとにする量

×割合」 で求められること

を理解する。 

 知  比較量は，基準量×割合で求め

られることを理解し，求めるこ

とができる。 

 考  割合，比較量，基準量の関係に

着目し，比較量の求め方を考

え，説明している。 



 主  身の回りで割合が使われてい

る場面から，割合についての問

題を見出している。 

  

6 

◎比べる量と割合から，もとに

する量を求める方法を理解

する。 

 知  比較量と割合から，基準量を求

める方法を理解し，求めること

ができる。 

 考  割合，比較量，基準量の関係に

着目し，基準量の求め方を考

え，説明している。 

＊式に表してみよう 

（○教 p.164） 

＊割合，比べる量，もとにする

量のそれぞれを求める式を

比べ，数量関係の理解を深

める。 

  

7 

◎比べる量の割合がどれだけ

になるかを求めるなどし

て，もとにする量とその割

合から比べる量を求める。 

 知  比較量の割合を求め，基準量と

その割合から，比較量を求める

方法を理解している。 

 考  割合，比較量，基準量の関係に

着目し，問題解決の方法を見出

している。 

  

8 

◎比べる量の割合がどれだけ

になるかを求め，比べる量

とその割合からもとにする

量を求める。 

 知  比較量の割合を求め，比較量と

その割合から，基準量を求める

方法を理解している。 

 考  割合，比較量，基準量の関係に

着目し，問題解決の方法を見出

している。 

３ 歩合 

（○教 p.167） 

 

＊割，分，厘 

（○教 p.167） 

9 

◎「割」，「歩合」の用語とそ

れらの意味，表し方を理解

し，割合を歩合で表す。 

＊１割の他に，１分や１厘と

いう表し方を知り，歩合に

ついての理解を深める。 

 知  割合を歩合で表すことができ

る。 

 考  歩合の良さに気づき，生活や学

習に生かそうとしている。 

たしかめ問題 

（○教 p.168～169） 

10 

◎基本的な学習内容を理解し

ているか確認し，それに習熟

する。 

 知  割合を百分率で表したり，割

合，比較量，基準量を求めたり

することができる。 

 考  言葉や式などを用いて，割合を

用いた比べ方を説明している。 

＊人数は同じかな 

（○教 p.169） 

＊10％増えた後に 10％減る

と，もとの大きさに戻るか

を考え，割合の理解を深め

る。  
 

 
 

読み取る力をのばそ

う 

（○教 p.170） 

 
1 

◎値引きの割合を一定とした

とき，定価の変化にともな

って，値引き額が変化して

いくことを理解し，それを

活用しながら買い物の仕方

を考える。 

 考  割合が一定のとき，基準量の変

化にともなって比較量が変化す

ることに着目して買い物の仕方

を考えている。 

 主  割合の考え方が，日常生活で用

いられていることに気づき，割

合を生活に生かそうとしてい

る。 

 

 

 

 



（２）本時の指導案（８／１０） 

本時のねらい  割引、割増前の基準量を求める活動を通して、割引・割増されたときも、数量を言葉や数直線図に表すと

数量関係が明確になることに気づき、立式して問題を解決することができる。 

本時の評価規準 数直線図から数量関係を明確にして立式することができている。【考】 

 

学習活動 指導・援助・評価 

つ
か
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１ 問題提示 
場面から問題文を作りましょう。 

・服の定価がもとにする量（□円）。 

・服のねだん（900 円）が比べる量 

・40％引きが割合。 

・ちがいは,割引後の服の値段が分かっていて、割引前の定価の値段を求め

るところ（900 円より高い） 

２ 課題提示 
 
 

（見通し）・数直線を使って式を作る。 

・定価の 40％引きは 0.6(60％)と表すことができる。 

・定価がもとにする量なので□円のとき、割合は１ 

 900 円が比べる量なので、割合は 0.6 になる。 

３ 個人追究（一人学び、小集団交流）                           
・定価の 0.6 倍が 900 円になるので、式は 
□×0.6＝900 

      □＝900÷0.6        
        ＝1500    答え 1500 円 
 鉛筆問題８ 
 
 
 
数直線図をかき，答えを求める。 
 □×(1-0.2)＝2000 
          □＝2000÷0.8 
             ＝2500    答え 2500 円 
≪さらに考えよう≫ 

（見通し） 

・定価より増えている。 

・定価の 10％増量は、1.1(110％)と表すことができる。 
・定価の 1.1 倍が 143g になるので、 

□×1.1=143 

       □=143÷1.1 

    =130                    
答え 130ｇ 

鉛筆問題９ 
  

 
 
 
数直線図をかき，答えを求める。 
 □×(1+0.3)＝650 
          □＝650÷1.3 
             ＝500    答え 500ｍⅬ 
４ 全体交流、まとめ 
 
 

 

 

５ 評価問題（鉛筆問題８、９、プラスワン〈ニ〉、〈ヌ〉） 

・場面から問題文を作ることで、数

量関係を捉えやすくさせて問題の

理解につなげる。 

 

・問題に出てくる数量を確認する。 

 

 

・前時と比較することで，一人ひと

りが，本時使う考え方を意識できる

ようにする。 

 

 

 

 

・数量関係を確認し、全員が数直線

図を完成させてから個人追究に入

る。 

 

・数直線には矢印を書き入れて、立

式をするように指導する。 

 

・児童が自ら判断して訊き合える時

間を設ける。 

 

 

 

・解決できた子からえんぴつ問題８

に取り組む。 

 

 

 

・場面から問題を考え、数量関係を

捉えやすくする。 

・今までの問題との違いを確認し、

数直線図に表すことで、数量関係を

明確にしてから立式するようにす

る。 

 

 

 

 

 

・解決できた子からえんぴつ問題９

に取り組む。 

割引される前のねだんの求め方を考えよう。 

＜評価基準＞ 

数直線図から数量関係を明

確にして立式することがで

きている。 

＜評価方法＞ 

ノート、行動観察 

定価の 40％引きで服を買ったら、900 円でし

た。この服の定価はいくらですか。 

歯みがき粉が、もとの量の 10％を増量して売られています。

増量後の重さは 143ｇです。もとの量は何ｇでしたか。 

もとにする量をもとめるときも、 
〇％引きで買う→(100－〇)％で買う 
〇％増量で買う→(100＋〇)％で買う を使って求める。 

 

せんざいが、もとの量の 30％を増量して売られています。増量後の量は

650mLです。もとの量は何 mLでしたか。 

定価の 20％引きのぼうしを買ったら、2000円でした。 

このぼうしの定価はいくらですか。 

P166 の挿絵 

P166 の挿

絵 


